
 

 

6 班 アンドロジニー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマはアンドロジニーです。一人の人間は自分の中に、

男性性も女性性も併せ持つことができると考え、そのような

状態のことをアンドロジニーといいます。 

最近では男女の境界がないファッションが社会的に認められ

はじめ、大勢のデザイナーが性別による違いの少ない、男女

の境界があいまいな最新のトレンドを取り入れています。 
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２体を並べた時に男性らしさも

女性らしさも感じるものにしたか

ったので、スカートをただ染める

だけでなく男性と女性の間のグラ

デーションをイメージしました。

また男性(女性)らしくいないとい

けないという考えがなくなるよう

弾けさすイメージでシャボン玉を

用いて染色しました。 
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アイデア考察と調査のところで調

べた内容を元にデザインを考えまし

た。ジャケットの形は男性と女性のど

ちらにでも着られるテーラードジャ

ケットにし、女性らしさを除く為、胸

の部分は立体的に作らず、両袖口には

フリルが二重になっています。また、

ボタンはどちらにつけるか迷った果

てにどちらにもつけないという選択

をしました。 
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スカートの下に履くパンツを作

りました。男性と女性の区別がなく

どちらでも着ることができるよう

に、身体のラインを隠すことができ

るデザインのパンツにしました。 

ボーイッシュで直線的なシルエ

ットになるように意識してつくり

ました。 
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シャツの大まかなシルエットを決

めて、少し現代っぽさも取り入れる

ため肩のラインが落ちたデザインに

しました。丈感はお尻が隠れるくら

いにし、ボトムスにｉｎできる長さ

にしました。 

そして、フリルの位置や形など細

かいところを決めました。 
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男女どちらも使えるというの

がテーマだったので、バッグは女

性らしいハンドバッグなどでは

なく、ドクターバッグを雰囲気に

デザインしました。蝶ネクタイ

は、シンプルなセミバタフライの

蝶ネクタイをデザインしました。 
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アンドロジニー(ユニセックス)

がテーマなので、男女兼用で着られ

るスカートを作ろうと考えました。

いろいろと調べて、たくさんのデザ

インのスカートをみつけましたが、

男性のことも考えたうえで、女性も

男性でも着やすいロングスカート

(女性らしさもあるティアードスカ

ート)を作成しました。 
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女性用のシャツは体にフィット

し、体のラインが出るようなシルエ

ットになっていますが、今回の制作

では性別関係なく着られるように

体のラインの出ない、ゆったりとし

た大きめのシルエットに仕上げ、袖

回りもゆったりとしたワイドなデ

ザインにしました。 
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デザイン作業では帽子をシンプ

ルにしたため、3 色の布を使用し

たコサージュを付け、華やかさを

持たせるよう、花のデザインにし

た。ベルトは止めやすくするため、

穴に通すタイプではなく、リング

に通すタイプにした。 

 

 


